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冒頭の タイ トル で 執筆す る よう に と要 請 され た

が ､ 正 直な と こ ろ い ずれ も今年度 始 め たば か りの

こ とで あり ､ 執筆締 切り 目前の 現時 点で も実施 の

是非 に つ い て 十分 に 検討 され た内容 で はな い こ と

を ご容赦 願 い た い ｡ また ､ キ ャ ッ プ制 は履修 単位

数 に 上 限を設 け る総 量規制 で あり ､
一 方 ス タ デ ィ

ス キル ズ は 手間暇 をい と わず導 入教 育を充実 し よ

う との 個 別 自然 発生 的な試 み で あり ､ 両 者の 生 ま

れ た根拠 に は類 似 の 事象 があ る もの の ､ ア プ ロ ー

チ 杖全 く異 な っ て い る ｡ 執筆依頼 の 期 待 に応 えら

れ る か どうか ､ はなはだ心 細 い ｡

キ ャ ッ プ 制 に つ い て

199 8 年 当時 工 学部 で は卒業研 究 の 研 究室 配属 ､

大学 院進学 ､ 就職指 導 ､ 3 年次編 入生 の 成績評価 ､

留 学生 の 受 け入れ な どに対 処 す る上 で 席次算 出の

再検討 を議論 して い た ｡ 特 に 留 年対策 に つ い て は

自 己 点検
･

自 己 評価 資料 に も とづ い た外 部評 価 で

改 善 す べ き と 指 摘 さ れ て お り ､ G P A ( G r a d e P o i n t

A v e r a g e) の 導入を検討 して い た ｡

制 度 の 詳細 は割 愛さ せ て い た だ く が ､ 手元 に あ

る 若干 の 学 生 か らの 感想 に よれ ば ､
1 学 期 当 た り

2 2 単位 まで と い う規制 は不評 で あ る ｡ い わく ､ 履

修 し た科 目 の 単位 をき っ ちり取 らな い と い けな い

と思う の で ､ どう して も こ の 科 目 を取 りた い ､ あ

る い は必修科 目 をきめ て しまう と ､ 科 目履修 上 の

自 由度 が大 幅 に制 限 され て し まう ｡ 空 き時間が で

き る が ､ 有効 に使 う施設 や便宜 が不 足 して い る の

で は ない か ｡ 単位取 得 に 失敗 した ら ､ 第 2 年 次に

再 履修 とな るが ､

一

方 で は専 門科 目が 時間割 を埋

め る から ､
一

層教 養科 目の 単位 取得 が む ず か しく

な るだろう ｡

高学 年で も教養科 目が支障なく履 修で き る しか

け を 工 夫 す る こ と や教養 科 目を真に 教養 と して会

得 さ せ る た め に 標 準的 な履 修 を高学年 で す る よう

な こ とも検討 す べ きか と思 われ る ｡ 現 時点 で は今

後 の 指導 と評価 に期待 したい ｡

ス タ ディ ス キ ル ズ

一

方 ､ ス タ ディ ス キ ル ズ も 本学科 で は初 め て の

試み で あ る ｡ 結 果 は総 じて す こ ぶ る好評 で あ る ｡

高校 まで の 与 え られ る教 育か ら自 ら進 ん で 学習 し

て ゆく姿勢 を体 得 さ せ る た め に ､ 内容や 授業 形式

に とらわれ ず ､ 学習 する こ と の 愉 しさや動機 付 け､

学 生 生活 の ヒ ン トな ど を教 員 とも ども考 え て ゆく

こ と と した ｡
.
ス タ デ ィ ス キル ズ 導入 の き っ かけ は

留 年対 策 な ど あ る 意味で は不 純な動機 で 旺 あ っ た

が ､ 内容 を議 論す る う ちに 次 第 に より よ い 方向 を

探 っ て み よう とい う 考 えが教 員全体 に 共 有 さ れ た

こ と が貢献 して い る もの と推 測され る ｡ 以 下 ､ 本

学 科で 実施 さ れたス タデ ィ ス キル ズ を紹介 し よう ｡

( 1) 実施方 法と 内容

1 年生 8 3 名を全 教員 に 割 り振 り
､
そ れ ぞ れの

分 野 で 体験 的 学習 を実施 す る こ と と し た ｡ 第 1 週

は概 要説 明を行 い ､ グ ル
ー プ編 成 をお こ な っ た ｡

お お よそ 教 員 当た り 4 - 5 人 の 新 入生 を割 り振 っ

た ｡ 各学 生は
一

つ の研 究 室 に 4 週 間訪 問 し ､ 全部

で 3 研 究 室 を訪問 す る ｡ 1 ラ ウ ン ド 4 週 間 で ､ 合

計 3 ラ ウ ン ドの プ ロ グ ラ ム と し た ｡ 3 ラ ウ ン ドは

エ ネ ル ギ ー

､ デ バ イ ス ､ 情 報 通信 の 3 分 野 に おお

よそ 対応 す る よう に 配慮 し た ｡ ラ ウ ン ドご と に グ

ル ー プ 編 成 メ ン バ
ー が 変わ り ､

､

学 生は お互 い に い

ろ い ろな 学生 と つ きあう よ う に編成 した ｡

実施 メ ニ ュ ー 旺事前 に 呈 示 しあい 教 員が 互 い に

内容を勘 案 で き る･よう に したが ､ 基本 的 に は各教
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貞の裁 量に任 せ たため ､
バ ラ テ ィ に 富ん で はい る ｡

し か し 3 ラ ウ ン ド全 体と して 所期の 目 的 にか なう

授 業が展 開さ,れ ､ か つ 学 生の 理 解が得 られた よ う

で あ る ｡ 電気電子 工 学科 ス タ デ ィ ス キル ズ 実施 メ

ニ ュ ー の 具体 例 は つ ぎ の と お り ｡ ( 注 : 丸数 字 は

ラ ウ ン ドに おけ る第何週 かを表す)

メ ニ ュ ー A :

① 自己 紹介 ｢ お互 い を理 解 しよ う+ ､ 履修相談 ､

何 で も Q & A ､ ミ
ー テ ィ ン グ ｢ 学生 生活 と自分の

将 来像+ ､ 宿題 ( 知 りた い こ と を 3 つ 考 え て く

る)

② リ ベ ラ ル ･ ア ー ツ の 必 要性 Ⅰ ､ 参 考書
･ 文献

検索の 方法 ､ 報告書の 書き方

@ 先輩との 交流 ､ 研 究室紹介

④ リ ベ ラ ル ･ ア ー ツ の 必要性ⅠⅠ､ ミ ー テ ィ ン グ

｢ 社会が 求 め る 人物 像+

メ ニ ュ
ー B :

① 小論文 ( 大 学人学 目 的 ､ 希望) と自 己紹 介 文

( テ ー マ 披前 回 ラ ウ ン ドと だぶ らな い よう に 学

生 に 聞き設定 す る)

② 就職 関係 ､ 研 究 内容紹 介 ､ イ ンタ
ー ネ ッ トで

の 関連事項検索

③ 研 究室で の 簡単な計 算 ､ 実験 へ の 参加

㊨
■
ワ ー ド､ エ ク セ ル 使 用の報 告書作成

メ ニ ュ ー C :

① よろず相 談 ､ 研 究室 紹介 及 び研 究 室 ツ ア
ー

② 真空蒸着法 に よ る 薄膜作 製

③ 原子 間力顕微鏡 に よ る物質 表面観察

④ L B 法 に よ る分子 膜作製

メ ニ ュ ー D :

(9 お 互 い 顔 見知 りに なろう

(診 情報圧縮 の 原 理

③ 学会 ､ 国際会 議 と は何 か

④ 研 究の デ モ ( 画 像処理 ､ 量子化 ､
V L S I 設

計)

メ ニ ュ ー E :

① - ④ 研 究室の 紹介 と英 語論文の 輪講

メ ニ ュ ー F :

① 研 究室の 紹介 ､ 計算機 の使 い 方 な ど

② 技術日本語

③ 簡単な超 伝導 の 実験 ､ レポ ー ト に よ る 報告

④ 技術 英語

メ ニ ュ ー G :

① 文献 ､ 論 文 の 探 し方 ､ 読み 方 ｡ 研 究 テ ー マ の

探 し方

② 研 究の 実際､ 計算の 方法 ､ 実験の 方法

③ 論文 の書き 方 ､ 公表の 方法 ､ 英 語 の 上達方法

④ ア メ リ カ の 大学 ､ 大 学院 に つ い て ､ 外 国で の

研 究

} = 1 - H :

① 生 活 ガイ ダ ン ス ( 酒 の 飲 み 方 ､ 交通 事故 に遭

っ たら ､
一

人暮ら し､ 学 習の 仕方 ､ 仕 事の 仕方)

② 大学 とは何 か ( 大学 の 役 割 ､ 在学 中の 夢 ､ 社

会の 状況 ､ 意見交換)

③ パ ソ コ ン の 活 用 ( パ ソ コ ン の ハ ー ド､ 記録メ

デ ィ ア ､ メ ー ル の マ ナ ー

､ イ ン タ ー ネ ッ ト)

④ 研 究 室紹 介 と 反省会 ( 実験の デ モ 見学 ､ 研 究

室訪問 の感想)

メ ニ ュ ー Ⅰ :

(9 ガ イ ダ ン ス ( 自 己 紹介 ､ 研 究 内容紹介 ､ 大 学

生 括 を送 る 上 で の 諸注 意 ､
4 年 生 へ の 学 生割 り

J 当て ､ 研 究室案 内)

② イ ンタ ー ネ ッ トに よ る 情報検索 ( 検索エ ン ジ

ン ､ 図書館検索､ I C 検索､ 4 年 生 ､ 大学院 生 を

交えて の 懇談会)

③ - ④ トラ ン ジ ス タの 静 特性 測定 と デ ー タ整理

メ ニ ュ ー J :

① 物理 学

② 研 究室紹 介

③ パ ソ コ ン操作 ､
イ ンタ ー ネ ッ ト

④ パ ソ コ ン操作 な ど

メ ニ ュ
ー K :

(9 大学 生活に つ い て の 懇談

② 光応 用技術 と研 究室紹 介

③ 大学 お よび 大学周 辺で の 散策思考

④ 工 学 的見方 と本 質に つ い て 説 明

} = 1
- L :

(9 - ② P C に よ る 文書作 成

③ - ④ 電気回路 の 製作 実験 に よ る振 幅 と位相 の

理 解
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( 2) 受講学生 の感 想や 問題 な ど

学 生の 感想 は 大変 好意 的で あ っ た ｡ 代 表的 な意

見は 以下の とお り ｡ い ろ い ろ な分 野 を体 験で き て

よか っ た ｡ 今 後 の 自分 の 勉 強す べ き分野 の 見極 め

に 役立 つ ｡ 関 心 の あ る 分野 を分 かりや すく教 え て

もらい ､
よく分か っ た ｡ 勉 強する 気が湧い て き た ｡

も っ と詳 しく勉強 したく な っ た ｡ 高校 の 数学 や物

理 学 が 役立 つ と は思 わな か っ た ｡ 生活 の 知恵 や勉

強の しかた を教 わ っ て と て も ため に
.
な っ た ｡ コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 大切 さ を実感 した ｡ 先 生や 先輩

が 親切 で ､ 愉 しく勉 強で き た｡

一

方 ､ テ
ー

マ に 若干の ダ ブり が 発生 し たこ と な

どは今 後 あら ためた い ｡ また ､ 評 価方 法 に つ い て

汝 ラ ウ ン ド ごと の レ ポ ー トや取 り組 み状 況 を大 き

く 二 段 階評 価 し ､ 3 ラ ウ ン ドの 多数決 論理 で 評 点

に換算 した ｡ 必修 科目 に も係 わらず欠席も僅か に

発生 し た｡ グ ル
ー プ編 成 が ラ ウ ン ドご と に 変わ る

こ と ､ 学生 に対 す る機 敏 な連絡 が 困難で あ る こ と ､

内容 が グル ー プ を前 提 と して おり有効 な補講 措 置

が 困難 で あ る こ とか ら ､ 当該 学生 に 注意 を与 え ､

成績 評価 時に 出欠状 況 を加味 した ｡ ス タデ ィ ス キ

ル ズ の 目的 を考 え る と ､ 入学 直後の 第 1 セ メ ス タ

ー で 今後 の 勉学 をデ イ ス カ レ ツ ジす る よう な低 い

評点 を つ ける こ と に は ため らい を禁 じえない ｡

おわり に

新世紀 を目前 に ひ かえ ､ 世界中で 大学教 育も大

き な 話題 にな っ て い る ｡ 国立 大学で は独立法 人化 ､

工 学系 で は科 学技術 と産業 活動 の グロ ー バ ル化 を

背 景と して 米 国 A B E T の 日本版 JA B E E ( 日本技術

者教育認定機 構) に よ る大 学教 育プ ロ グラ ム の 認

定 な どが 始 まろう と し て い る ｡ こ れ に 先 立ち ､ 本

学 科 と情 報 工 学科 に ま たが る情 報通信 コ
ー

ス が試

行 大学 に 選定 さ れ ､ 現 在作 業 が進行 して い る ｡ 入

学 試験の 制度 と 出題 ､ 募集選抜 方法 の 再検討 や進

学 就職 ､ 留学生確 保 な ど も含 め て 入 り 口 ･ 出 口も

プ ロ セ ス も外 部 評価 を 受け ､ 説明責任 を果 たす こ

とが 求め られて い る ｡ スタ デ ィ ス キル ズは 小さな

試 み で は あ る が ､ 学 生 と教 員 に よりよ い教育プ ロ

グ ラ ム 開発 に つ い て 貴重 な事 実 を提 供 して くれた

もの と思う ｡
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